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　4月定例教育委員会議事録についての確認をお願いします。

不明な点などありませんでしょうか。

　
　７ページの７行目ですが、大分県教育委員との懇談が５月17日となっていますが、５月27日ですので訂正をお願いします。

他に無ければ後ほど、署名をお願いします。

教育長からの報告をお願いします。

大分県教育委員との懇談会の行き帰りの車の中で、沢山お話をいたしましたので短く報告をいたします。
観光祭は、お天気も良く、また事故も無く無事に終了いたしました。

今年は、多くのギャラリーに来ていただき、声援も一杯頂きありがたいことだと思っています。

次に、インフレエンザについては、既に福岡県で発生しましたので何時日田市で発生するかわかりません。

そこで学校で発生した場合の対応を、学校教育課に指示をしたところでございます。

対策本部が立ち上がっていますので、そこでの決定にもとづいて行動したいと思います。
以上でございます。

ありがとうございました。
早速、議事に入ります。

教育総務課から４つの議案がありますが、議案第53号と残りの３つについて、２つに分けてお願いします。
議案第53号　平成21年度日田市一般会計補正予算教育費について、お願いします。
議案集の1ページをご覧ください。
6月9日開会予定の第２回日田市議会に上程を予定しています、補正予算のうち、教育費に関する分についてご説明申し上げます。
別紙の資料１をお開きください。

２ページをご覧ください。今回の補正予算は、59,056千円を追加し、補正後の予算を2,947,364千円とするものです。

詳細につきましては、書記がご説明申し上げます。
別冊資料１を説明する。

只今、議案第53号について説明がありましたが、ご質問はありませんか。

教育振興費の3つの事業は、新規の事業ですか。
そうでございます。
この予算は、国から県を通じて市に来るのですね。
はい、そうです。
この３つの事業は、今年だけのものですか。
豊かな体験活動推進事業が２ヶ年の事業となっています。
他の事業は、１年間です。
チャレンジ！おおいた国体の基金ですが、この予算は体育保健課の予算に組み入れられているようですが、この50,000千円の事業は、市民の団体や個人に対する補助だと思うのですが、児童生徒の体力が落ちている中で、専門の体育の先生がいないと言うことも聞いています。
この予算を、学校の方に回すことはできないのでしょうか。

今回の基金事業は、個人又はスポーツ団体が県大会以上の大会に出場する場合に激励金を交付することで、頑張ったことに対する励みになればという制度でございます。
児童生徒にということですが、例えば、中学校の部活動で全国大会に出たりすればこの激励金を貰うことが出来ます。

他にご意見はありませんか。
無ければ、議案第53号は、原案の通り決することといたします。

次は、教育総務課から議案第54号から56号まで一括して説明いたします。
議案集の２ページをご覧ください。
説明の前に、今回、規則、規程を制定しようとした背景についてご説明いたします。

学校の統廃合によって、通学距離が遠距離となった児童生徒のためにスクールバスを配置しております。
スクールバスは、文部科学省の僻地児童生徒援助費補助金を利用して購入し、その補助要綱に基づいて運行しております。

今年度、国の地域活性化・生活対策臨時対策交付金でこのバスの内、８台の買い替えを予定しています。

臨時交付金には、スクールバスに関する制限がありませんので、日田市独自の運行が可能となりますので、今回運行規則等を制定し、運行基準を明確にしようとするものです。
また、スクールバスを学校行事などに利用したいという学校現場からの要望や統廃合対象区域以外の児童生徒が安全上の問題で乗車を希望するケース等、さらには、今後の教育環境整備による学校統廃合でスクールバスの台数が大幅に増えることが予想されますことから、運行に関する基準が必要でございますので、今回制定することとなった訳でございます。
それでは、議案第54号　日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則の制定についてご説明申し上げます。

第１条は、趣旨です。
第２条は、運行及び乗車の範囲でございます。第２項では、スクールバスの運行に替えてタクシーを運行することができるとしています。

第３条でございます。ここでは、スクールバスの所管は、教育委員会とし、運行管理者は、配置している小中学校の学校長となっています。
次に第４条では、運行業務は、民間事業者に委託することができるとしています。

このスクールバスの目的外使用ですが、第６条で、通学及び福祉バス運行に支障のない範囲で、教育委員会が認める場合は、この限りではないとし、必要な事項は、教育委員会が別に定めるとしています。
一番下の別表ですが、これは学校統廃合の関係でスクールバスを運行できる地域のみを記載しています。

以上でございます。

続きまして議案第55条　日田市スクールバス目的外使用規程の制定についてご説明いたします。
これは、先ほどご説明いたしました日田市スクールバスの管理及び運行に関する規則の第６条に定める条項を整理したものでございます。

第２条は、目的外使用の範囲を定めています。

ここでは、スクールバスの目的外使用とは、学校事業などで、教育委員会が適当であると認める行事とします。　

第３条では、使用できる時間帯を定めております。
第４条では、乗車できる対象者を、児童生徒、学校行事に参加する保護者、地域住民としています。
第５条から７条までは、目的外使用をする場合の学校と教育委員会の間で行う手続きについて定めています。

第８条は、経費の負担割合についての定めでございます。

次に議案第56号についてご説明いたします。

議案第56号は、日田市スクールバス特別乗車規程の制定について、でございます。

これは、スクールバスの管理及び運営に関する規則第２条に関し、必要な事項を定めるものです。

第２条は、特別乗車とはどの様なものかを定めています。

第３条では、スクールバスに特別乗車できる場合の範囲を定めています。

通学に安全上問題がある場合、急峻な坂道のため徒歩や自転車での通学が困難な場合、病気や怪我で一時的に乗車を希望する場合です。

特別乗車の条件として、第４条で乗車定員に余裕がある場合で、本来の運行経路を変更しないこと、変更する場合は乗車児童等に影響を及ぼさないことを条件としています。
第５条から６条は、特別乗車をする場合の学校と教育委員会の手続きについての定めとなっています。

以上この規定については、６月１日から施行させていただきたいと考えています。

只今、議案第54号から56号についての説明をしていただきました。
何か、質問はありませんか。
運行の委託先は、どこになりますか。
現在、14台のスクールバスを運行していますが、個人、天領バス、大鶴タクシーにお願いしています。
今後、出来る範囲で法人にお願いしたいと考えています。

以前、事故を起したことがありましたね。
やはり個人では、健康診断の面で不安がありますが、法人では会社がきちんとやってくれますから心配ありませんね。
他に質問が無ければ、議案第54号から56号までは、原案の通り決定いたします。
次に、議案第57号　日田市立学校児童生徒通学費補助規程の一部改正について。　学校教育課お願いします。

９ページから12ページをご覧ください。

３月の定例会で小中学校の子どもたちの通学費の見直しについて、議案を審議していただきました。そこでは、これまで学校統廃合によって通学距離が長くなった子どもたち、市町村合併でそれぞれの市町村の通学費補助を引き続き行ってきたところ等様々な事例がありました。

さらに日田市内を見た時に小学校であれば４KM以上、中学校であれば６KM以上の通学距離の子どもたちに一律、現金で支給することをご説明申し上げました。

この後、色々な問題が明らかになってまいりました。

これまでの統廃合時の約束事があったこと。例えば定期券を現物支給することとしていました。
３月にご説明したときは、定期券は保護者が事前に購入しなければならないこととなっていました。

それには、バスセンターまで購入しに行かなければならません。

そこで改めて10ページの第４条に書いていますが、統廃合による子どもたちへの補助、それから、市町村合併による通学補助を引き継いだもの、更には小学校４KM以上、中学校６KM以上の遠距離通学で、公共交通機関を利用する子どもたちについては、これまで通り定期券の補助、つまり現物で支給すると言うのが今回の見直しでございます。
そこで、今後は、４月、10月の２回に分けて定期券を児童生徒に現物支給をするということにいたします。

次に９条に、定期券の通用期間は３ヶ月、６ヶ月及び１年の３種類とすると書いておりますが、基本は６ヶ月です。

先ほど言いましたように４月、10月の２回です。

ただし、市営バスを利用している場合は、１年といたします。

中には途中の転出転入ということも考えられます。

その場合は、半年、或いは３ヶ月ということも想定できます。

ありがとうございます。
議案第57号に対して質問はありませんか。
定期券の現物支給は分かりましたが、金銭による給付というのはどの様なことですか。
小中学校４KM・６KM以下の子どもたちで、歩いてきている者、保護者の送迎、或いは自転車で通学している児童生徒です。
他にご意見はありませんか。
無ければ、議案第57号は、原案の通り可決いたします。

次に、議案第58号　日田市心身障害児適正就学指導委員の推薦について　
学校教育課お願いします。

13ページをお願いします。

日田市では、各学校にも適正就学指導委員会を設置しています。

そこで、色々な配慮を要する子どもを、学校の方で判定し、日田市の適正就学指導委員会で、改めて専門家の意見を交えながら行う会議です。

全部で15名の委員がいますが、そのうちこの名簿にある委員は、任期が２年です。

備考欄に新任の方にはその様に記述しています。

ただし、２番目の土居校長は、昨年、三和小学校の校長として参加していますので、再任となっています。

以上でございます。
ありがとうございます。
只今の、議案第58号についてご質問はありませんか。
新任の方が多いですけれど、経験者がいなくでも大丈夫ですか。
適正就学指導委員会の規則にもありますが、医療関係の医師や学識経験者
とか特別支援学校の校長、つまり日田養護学校の校長ですが、さらに特別支援学級を持っている学校長、児童福祉委員であるとか規定された専門家を選んでいます。

他に質問はありませんか。

一番下の馬場校長は、特別支援の学校長ですか。
規則で定めた、いわゆる学識経験者として選んでいます。
つまり、日田市の校長会の会長でもございます。
他に意見が無ければ、原案の通り可決いたします。
次に議案第59号　日田市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について　体育保健課お願いします。

15ページをお開きください。

日田市基金の設置、管理及び処分に関する条例の一部改正について　でございます。

現在、日田市では多くの基金を管理しています。

今回、体育保健課が管理する基金を一つ追加しようとするものでございます。
下の表をご覧ください。

今回の基金の名称は、チャレンジ！おおいた国体メモリアル基金です。

基金の目的は、第63回国民体育大会「チャレンジ！おおいた国体」の開催を記念して、今後のスポーツ振興や市民の健康増進に係る経費等の財源に充当する基金とするものです。

これが、一部改正の内容です。

運用の内容については、先ほど補正予算の中で説明したとおりでございます。

これを財源として、新たなスポーツ激励金の運用基準を定めて実施していきたいと思います。
この議案についてご議決をいただければ、議案として６月定例会に上程しようと考えております。
ありがとうございました。
この議案についてご質問はありませんか。
なければ、原案の通り可決いたします。
日田市立学校評議員の委嘱について（追加分）をお願いします。
４月の定例教育委員会で、各小中学校の評議員の委嘱についてご審議していただきましたが、三隈中学校については、４月29日の育友会総会で決定するとしていました。
今回、４名が決定しましたので、この４名に学校評議員を委嘱いたしました。

ありがとうございました。
ご意見はありませんか。
無ければ次をお願いします。

教育を考える週間について（春）について　学校教育課お願いします。

別紙のとおり毎年行っています、教育を考える週間について（春）を行います。本年度もすべての小中学校で年２回実施いたします。
６月12日金曜日の都築小学校から開始いたします。

例年、教育委員にはどこかの学校に行っていただいておりましたが、今回からは学校教育課で委員の日程を調整し、ご案内しようと考えています。
寄附採納報告をお願いします。

資料に基づき寄付採納を報告。
寄附採納について質問はありませんか。
無ければ、次回の委員会の日程をお願いします。

定例であれば、24日水曜日ですが、ちょうど市議会中でございます。

そこで６月30日（火）にお願いしたいと思います。

では、次回の定例会は、６月30日（火）午後１時30分からといたします。

以上を持ちまして、本日の会議を終了いたします。
本日は、お疲れ様でした。
　　　　　委員会終了時刻　午後４時25分
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